
      

ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム （共同代表：愛沢伸雄, 池田恵美子） 

〒294-0045 千葉県館山市北条 1721-1  TEL&FAX：0470-22-8271 

Ｅﾒｰﾙ awabunka.npo@gmail.com  公式ｻｲﾄ http://bunka-isan.awa.jp 

会員・寄付募集中！ 年会費＝正会員 A:10,000 円（総会議決権あり）・準会員 B:2,000 円・法人 10,000 円 

 （ゆうちょ銀行口座：００２６０-１-９７３０７ 名義 ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム） 
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＜旧千葉県立安房南高校木造校舎公開事業＞ 

NPO フォーラムは、千葉県教育委員会・安房高校から

委託を受け、旧安房南高校木造校舎（旧第一校舎・県指定

有形文化財）の一般公開・管理事業をおこなっています。

新型コロナウイルス感染症拡大の続くなか、今年度の見

学会は中止となりました。台風災害から３年連続の中止

はたいへん残念ですが、代替事業として、昨年度は公式

動画を制作しており、今年度はオンライン講演会と写真

パネル展を開催することとなりました。一刻も早い収束

と皆様のご健康を祈念しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公式動画 ⇒ 

YouTube チャンネル 

「安房文化遺産フォーラム」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

～ZOOM配信・事前申込制～ 

「旧安房南高校木造校舎の魅力」 

講師：夏目勝也氏（建築家） 

11 月 3 日（水祝） 13時～14時半 参加無料 

【参加申込】 〆切：11月 1日（月） 

左の QR コードまたは 

NPOフォーラムの HP 

からお申込みください。 

当日利用する ZOOM 

アドレスを後日メールで 

お知らせします。 

    https://awa-ecom.jp/bunka-isan/ 

南総文化ホールギャラリー 

10 月 30 日（土）～11 月 7 日（日）      

          10 時~16 時 月曜休館 入場無料 
 

道の駅きょなん案内所ギャラリー  

11 月 20 日（土）～11 月 28 日（日）      

           9 時~17 時 月曜休館 入場無料 
 

 

◎ 来場者は検温やマスク着用等の感染対策にご留意のうえ、 

体調不良の場合はご来場をお控え下さい。 

主催：千葉県教育委員会・千葉県立安房高等学校 

企画運営：ＮＰＯ法人安房文化遺産フォーラム 

協力：安房高等女学校木造校舎を愛する会  

お手伝いスタッフ募集！ 

木造校舎のそうじ＆草刈り 

10/9（土）10/23（土） 
9 時～10時半、強雨は翌日順延 

見学会は中止となりましたが、引き続き
環境整備をおこなっています。草刈機持参
の方には燃料・替刃を用意します。 

背景資料集 Kindle 版 発売 500 円 
「古い学校〜安房南高等学校旧第一校舎」 

カメラマン「かさこ」さんがオンライン 

写真集を発売。Amazon で検索し、 

【試し読み】で一部閲覧可。 ↓ 

購入した場合は 

全データ 620 点 

をもらえます！ 

 

 

参考動画は 

← こちらから 

mailto:　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅﾒｰﾙnpo@internet-ex.com
mailto:　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅﾒｰﾙnpo@internet-ex.com
http://www.internet-ex.com/npo/


‥ 10 月 1 日は国際コーヒーの日 ／ 10 月 9 日はウガンダ独立の日 ‥ 

27 年にわたり交流を育んできたウガンダでは、医療体制の脆弱さから感染の危機が懸念され、ロック

ダウンがくり返されるとともに、子どもたちの教育や生活環境に大きな打撃を与えています。今年も、

心と体にやさしいウガンダコーヒーを通じて支援の輪を広げる寄付つきキャンペーンを、25 店舗の協

賛により企画しました。安房地域にも癒しのひとときを提供できれば幸いです。ぜひ、ご愛飲ください。 
 

市 店 名 住 所 TEL 喫茶 販売 焙煎 

館山市 館山焙煎工房 カフェポラリス 北条 1708 0470-23-2322 ★ ★ ★ 

ブロワ珈琲焙煎所 宮城 78-3 0470-22-5300 ★ ★ ★ 

茶房 はたやま 北条 1807 0470-22-8730 ★ ★ - 

城山公園 里見茶屋 館山 236 0470-29-5100 ★  - 

TRAYCLE Market & Coffee 館山 95-70 0470-49-4688 ★ - - 

茶房カフェ・ノワール 北条 1313-4 0470-24-4476 ★ - - 

カフェあぢまぁ家 北条 1355-5 0470-29-7706 ★ - - 

ロジェ・ルージュ 八幡 467-1 0470-29-7611 ★ - - 

パン工房 ばんぱん 小原 151-7 0470-20-5225 ★   

館山中村屋 館山駅前店 北条 1882 0470-23-2133 - ★ - 

館山中村屋 バイパス店 北条 692-2 0470-23-1656 - ★ - 

モンフルニエ 北条 1136-1 0470-23-7940 - ★ - 

カフェ＆ガーデンMANDI 北条 1808-1 0470-28-4231 - ★ - 

田中惣一商店 湊 417-5 0470-22-2088 - ★ - 

オークラ 正木 588-1 0470-27-6009 - ★ - 

富崎ベーカリー 相浜 254 0470-28-0221 - ★ - 

南房総市 スープのよろずや「花」 白子 2446 090-8565-2446 ★ ★ - 

道の駅 とみうら枇杷倶楽部 青木 123-1 0470-33-4611 ★ - - 

ホテル＆リゾーツ南房総 樹の香 多田良 1212 0470-33-3811 ★ - - 

ギャラリー＆スペースMOMO 岩糸 1093 0470-28-4621 ★ - - 

安房暮らしの研究所 平磯 1301-1 0470-40-3850 - ★ - 

ギャラリー＆ショップ 海猫堂 千田 1051 0470-43-1039 - ★ - 

ファロ 白浜 2827-1 0470-30-5001 - ★ - 

鴨川市 カモガワ珈琲 横渚 1224-8 04-7092-9065 ★ ★ ★ 
 

▼ 通信販売でウガンダコーヒーを購入希望の場合は、 

オンラインショップ「館山まるごと博物館」  https://awa-ecom.jp/online-shop/ 

または、NPO フォーラム事務局へご連絡ください。（090-3218-3479 粕谷） 

       （粉 or 豆）100g：550 円 200ｇ：1,000 円 500ｇ：2,100 円 

 

 ☕ 10 月はウガンダコーヒーを飲んで国際協力に参加しよう ☕ 

ウガンダ支援交流への協賛に深謝！ 

＊安房西高校 文化祭 JRC（赤十字）部 

安房南高校・安房高校 JRC 部から引き継い

だ安房西高校は、コロナ禍の校内文化祭でチャ

リティバザーを 6/24 に開催し、1 万円の寄付

をいただきました。 

＊第１７回安房・平和のための美術展  

8/21～29 に開催、安房地域の文化向上と国

際協力へ貢献している実行委員会より、チャリ

ティ基金５万円のご寄付をいただきました。 

長崎・佐賀の被災地に支援ご恩返しの輪 

2021年７～８月の豪雨災害で被災した熱海や広島・

九州など各地の皆様にお見舞いを申し上げます。 

一昨年の台風支援で館山に駆けつけてくださった

長崎県諫早市の NPO法人有明支縁会（草野紀視子理事長）

を通じて、長崎県雲仙市や佐賀県武雄市などへの支援

物資 12 箱を送らせていただきました。Facebook や

Twitterの呼びかけに応じて、食糧・衣料品等の提供

や送料カンパにご協力くださった皆さん、ありがとう 

ございました。 



 

安房文化遺産フォーラムの皆様 
 

この場を借りてご挨拶するとともに、コミュニテ

ィ改善のための貢献に対して感謝を申し上げます。 

今、世界は、これまで私たちが知っていたことや行

ってきたことのほとんどを変えてしまう異常事態に

直面しています。COVID-19（新型コロナウイルス感染

症）のパンデミックにより、多くの仕事が失われ、銀

行ローンのために不動産を失っている人もいます。

経済のみならず教育にも影響を及ぼしました。 

 私たちが支援する初等科７年生の子どもたちのう

ち何人かは、卒業試験を終えても、高等科に進級でき

るかどうか心配しています。高等科４,５,６年生に

ついても同じことが言えます。最も大きな影響は、早

期の望まない妊娠をする少女たちがいることです。 

飢餓、病気、貧困は、地方及び都市部の人々に影響

を及ぼす主要な問題です。私たちはこの地域で最も

困窮している家庭に向けての食糧配給に関わってい

ました。私たちの教会に導かれたこのプログラムは、

教会員の信条にかかわらず、困窮する家族には糧を

提供する運動への貢献を求められました。私たちは

このロックダウンの期間中に、250を越える家族に手

を差し延べました。 

 メデ村はさらにひどい状況でした。この厳しい時

期に、私たちの現地責任者は、悪路をオートバイで足

を運んでくれたので、とても助かりました。孤児のな

かには、病院で診察を受けたり、毎月薬をもらう必要

がある子もいます。そのため、病気の子どもたちや時

にはおばあさんも一緒に搬送したり、食糧や薬を届

けるという素晴らしい仕事をしていました。 

  

 

成人した子どものなかには、教育を終了しながら

も先に進むことができず、自立を目ざして小さな事

業を立ち上げるための助成金を求める者もいます。 

私たちの現地責任者も助成金の恩恵を受け、北部

のグル地方で養豚プロジェクトを始めました。この

分野のスキルを身につけるために、何人かの少年が

事業に関っています。 

農村の経済や教育を持続的に確保するためには、

革新的な解決策が必要ですが、近い将来、これらの問

題をすべて克服できると信じています。 

また安房文化遺産フォーラムから与えられた機会

を利用して、若い女性たちの手工芸品を送ってみま

したが、製品の技術や仕上げには改良が必要とのこ

とでした。東京とウガンダの首都カンパラに専門店

を持つ日本人女性について教えていただきましたが、

ロックダウンのためにまだ連絡がとれていません。

今後、品質向上の指導に関して、その方に協力いただ

けることを期待しています。 

館山・安房から長い間にわたり、様々な方法で私た

ちを支援し続けてくださった多くの人々に篤く御礼

申し上げ、愛と感謝を捧げます。 

８月に開催される安房・平和のための美術展がう

まく行くよう祈っています。 

ウガンダ独立（1962年 10月 9日）の 10月に行わ

れるウガンダコーヒー月間の計画についても、成功

を願っています。できるだけ多くの人が、コーヒーの

美しさと甘さを味わえますように。 アーメン。 
 

2021.8.15 

CUFI.（ウガンダ意識向上協会） 

代表 スチュアート・センパラ 

館山の縁で、神戸国際支縁機構より 

ウガンダの子どもたちにマスクを寄贈 

 

 

 

 

 

ウガンダからのメッセージ 

＜御 礼＞ 

主イエス・キリストの御名において、ご挨拶申し上げます。私たちの友人、安房文化遺産フォーラムを通じて、

子どもたちのためにマスクを送ってくださり、ありがとうございました。小包が無事に届いたことをお知らせします。

神戸国際支縁機構の皆さんが、愛を送る場所を決める際に、私たちのことを考えてくださったことに感謝します。

今後も同様の支援や協働を期待しています。神のご加護を。       CUFI. スチュアート・センパラ 

 ２０１９年の台風災害より何度も館山を訪れ、

ボランティア活動に尽力してくださった一般社

団法人神戸国際支縁機構（岩村義雄理事長）か

ら、世界の貧しい孤児に手を差し伸べる「カヨ

コ・プロジェクト」の一環として、ウガンダの孤児

たちにも手作りマスク 100枚が２０２１年５月に

贈られました。皆さんの安全と健康を祈ります。 



【Report】 古文書の調査研究の進捗状況   ～房総アワビ移民研究所～ 

 明治期に安房から渡米したアワビ漁師のリーダー・小谷仲治郎（弟）の旧宅（南房総市千倉町千田）より

発見された明治期の断簡文書。台風水害からレスキューし、くずし字を判読 

しながら、調査研究を進めています。実家（南房総市白浜町根本）の 

海産問屋「金澤屋」を営む家族や水産関係者の間で交わされた 

書簡を中心に、筆跡や内容 

を確認しながら繋ぎ合わせ、 

知られざる歴史が明ら 

かになりつつあります。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

日本社会科教育学会 第 71 回全国研究大会  ＜オンライン開催＞ 

期 日  2021 年 11 月 27 日（土）・28 日（日） ‥ ⇒ 詳細は学会 HP 参照 

内 容 （両日）9:00～12:00 自由研究発表 

（土） 13:30～16:00 シンポジウム  テーマ「東日本大震災 10 年 防災・復興教育の現在」 

    （日） 13:00～15:30 課題研究発表（分科会） 

         ① 「ポストコロナ」社会を見据えた ICT・デジタル社会における社会科の再構築 

         ② 社会科における主体的で対話的・共同的な学び 

         ③ 地域教材でつながる社会科と総合的な学習 

         ④ ダイバーシティの視点から、今後求められる社会科授業を考える 

         ⑤ 社会科に関係する機関や人材との連携・協働を実現できる教員をいかに養成するか 

            ⇒ 事例報告： 池田恵美子（NPO 法人安房文化遺産フォーラム） 

              「館山まるごと博物館」の取り組み ―授業づくりから地域づくりへ― 

参加費（学会非会員）一般 3,000 円、学生（非会員）2,000 円 ＜10/22 申込〆切・10/27 入金〆切＞ 

主 催  日本社会科教育学会 日本教育大学協会全国社会科部門 

共 催  福島大学人間発達文化学類（予定） 

＜解説＞ 

1890（明治 23）年８月、水産伝習所（現東京海洋大学）の夏期実習が初めて白浜村 

（南房総市白浜町）で開かれた際、伝習所教師であった内村鑑三が引率同行している。 

自著全集の「予が聖書研究に至りし由来」には、隣接した布良（館山市布良）の神田吉右衛門 

と毎日語り合ったことが契機となって教員を辞し、キリスト者として生きる決意をしたことが 

記されている。同年は、長尾村根本（南房総市白浜町）出身の小谷仲治郎が伝習所第３回生に在籍しており、

父・小谷清三郎は第 3 回内国勧業博覧会の水産部門において乾鮑（明鮑）製造で褒賞されていることから、

伝習所書記の石原重資より実習への協力要請があったのではないかと推察される。このとき布良では、後に

画家・青木繁の滞在を受け入れた小谷喜録がマグロ延縄の漁具の実習指導をしており、伝習所長・関澤明清

から贈られた感謝状と「日本重要水産動植物之図（農商務省制作）」が今も同家に残っている。 


